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１.調査の概要
 1.1　調査目的

　国道４３号の沿道環境改善を図るため、阪神高速５号湾岸線を活用した料金施策による環境ロードプ
ライシング社会実験を実施し、交通実態の変化や沿道環境改善効果を検証するため、交通・環境実態調
査を実施した。

 1.2　調査時期
　調査時期は、実験前においては実験対象区間の周辺道路の交通規制状況等を踏まえ、実験開始日の約
３週間前とした。実験中については社会実験の実施がある程度浸透してきたと考えられる実験開始から
３週間後、および実験開始から６週間後の計２回を実施した。

【 実　験　前 】平成１８年５月２１日（日）の週
【実験中１回目】平成１８年７月　３日（月）の週
【実験中２回目】平成１８年７月２４日（月）の週

２.速報値について

　実験終了１ヶ月後を契機に、実験開始前と実験開始後の実態調査結果（速報値）およびアンケート調査結果
（速報値）としてとりまとめた。
　なお、年内を目途に最終とりまとめを行う予定です。

◆ ETC料金大型車は、３号神戸線で、実験前と比べ実験中※に減少しているが、５号湾岸線では実験中にETC料
金大型車が増加している。
　※　実験中とは、実験中１回目および２回目を言う。

　　①５号湾岸線　住吉浜ランプ（西行き）
◆
◆

渋滞長は、実験前・実験中に大きな変化は見られない。
料金大型車は、実験前と比べ実験中に増加している。

　　②３号神戸線　摩耶ランプ　～　５号湾岸線　住吉浜ランプ間
◆
◆

渋滞長は、実験前後・実験中に大きな変化は見られない。
料金大型車は、灘浜東町交差点（東行き・西行き）で実験前後と比べ実験中に増加している。

　　③３号神戸線　摩耶ランプ周辺
◆
◆

渋滞長は、実験前・実験中に大きな変化は見られない。
料金大型車は、摩耶ランプ（東行き）で、実験前と比べ実験中に増加している。

　　④３号神戸線　京橋ランプ周辺
◆渋滞長と料金大型車ともに、実験前・実験中に大きな変化は見られない。

　　⑤３号神戸線と５号湾岸線の乗り継ぎ台数（ETC料金大型車）
◆
◆

摩耶ランプ～住吉浜ランプの乗り継ぎ台数は、実験前と比べ実験中に増加している。
京橋ランプ～住吉浜ランプの乗り継ぎ台数は、実験前・実験中に大きな変化は見られない。

◆ ３号神戸線の旅行時間は、実験前と比べ実験中に、東行きで３分～１５分、西行きで６分～９分増加している。

◆ 二酸化窒素、浮遊粒子状物質ともに、実験前・実験中に特異な濃度の変化は見受けられない。

◆ 国道４３号沿道及びアクセス道路沿道の全ての地点において、実験前・実験中に特異な変化は見受けられな
い。

◆ 大型車運行上の担当は、「大型車のドライバー」が約８３％、「運行管理者」が約１５％となっている。

◆ 運行管理者の料金大型車保有台数別のETC設置割合は、約９割以上となっている。

◆ 社会実験の認知手段は、「ポスター・チラシ」が、回答数「４，２１８」のうち「１，２９５」と最も多い。

◆ 社会実験前の通行路線は、「阪神高速５号湾岸線」が、回答数「４，０７２」のうち「１，２５４」と最も多い。

◆ 社会実験をきっかけとした阪神高速5号湾岸線への路線変更は、「変更した」・「変更した時としない時があった」
が約４割となっている。

◆ 通行路線を変更した理由は、「料金を割引されたから」が、回答数「１，４５８」のうち「９４６」と最も多い。

◆ 通行路線を変更しなかった理由は、「経路変更すると不便になるから」が、回答数「１，０９６」のうち「５２１」と最も
多い。

　２）乗り継ぎ路線の交通状況

　１）大気質調査

（１）交通実態調査結果

　１）国道２号、国道４３号、３号神戸線、５号湾岸線の交通状況

 2.1　調査結果のまとめ

（３）社会実験のアンケート結果

　２）騒音・振動調査

　３）旅行時間の変化

（２）環境実態調査結果
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2.2　交通実態調査結果　　　
（１）国道２号、国道４３号、３号神戸線、５号湾岸線の交通状況

◆国道２号・国道４３号：料金大型車、３号神戸線・５号湾岸線：ＥＴＣ料金大型車
単位：台／日（平日平均）

阪神高速の料金大型車
国道２号 国道４３号

兵庫県域
大阪
市域

兵庫県域 大阪市域

区分 調査期間

実験前 3月13日(月)～17日(金)〔参考〕※ 483 554 821 1,139 － 6,504 8,175 6,137 10,418 － － －

5月22日(月)～26日(金) － － － － 856 － － － － 12,357 11,400 5,342

実験中 1回目：7月3日(月)～7日(金) 465 544 816 1,035 856 6,376 8,060 5,832 10,054 12,055 11,033 5,080

2回目：7月24日(月)～28日(金) 434 557 827 1,041 839 6,455 7,829 5,679 9,896 11,829 11,174 4,925

増減 実験中(1回目)－実験前 -18 -10 -5 -104 0 -128 -115 -305 -364 -302 -367 -262

実験中(2回目)－実験前 -49 +3 +6 -98 -17 -49 -346 -458 -522 -528 -226 -417

阪神高速のETC料金大型車
３号神戸線 ５号湾岸線

兵庫県域
大阪
市域

兵庫県域 大阪市域

区分 調査期間

実験前 3月13日(月)～17日(金)〔参考〕※ － － － － － － － － － － － －

5月22日(月)～26日(金) 10,162 10,112 5,862 4,825 5,444 6,937 10,051 11,017 11,990 14,317 17,094 20,141

実験中 1回目：7月3日(月)～7日(金) 9,390 9,364 5,379 4,480 5,162 7,798 10,932 11,739 12,703 15,011 17,550 20,270

2回目：7月24日(月)～28日(金) 9,128 9,133 5,294 4,428 5,109 8,311 11,744 12,549 13,537 16,031 18,634 21,201

増減 実験中(1回目)－実験前 -772 -748 -483 -345 -282 +861 +881 +722 +713 +694 +456 +129

実験中(2回目)－実験前 -1,034 -979 -568 -397 -335 +1,374 +1,693 +1,532 +1,547 +1,714 +1,540 +1,060

※：兵庫県域の国道２号、国道４３号は既存の調査データ（３月）
は参考値

赤字：実験前より断面交通量が増加 青字：実験前より断面交通量が減少

神戸市灘区断面

神戸芦屋断面

尼崎西宮断面

尼崎大阪断面
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尻無川断面
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◆ETC料金大型車は、３号神戸線で、実験前と比べ実験中に減少しているが、５号湾岸線では実験中に
ETC料金大型車が増加している。

◆調査箇所

◆収集データ（調査データ、阪神高速の営業データ）

大阪市域

兵庫県域

※１　既存の調査データ

5月22日(月)～26日(金)
平日5日間

収集
期間

実験中２回目
7月24日(月)～28日(金)

平日5日間

同上

実験前

5月22日(月)～26日(金)
平日5日間

3月13日(月)～17日(金)
平日5日間〔参考〕 ※１

実験中１回目

同上同上

7月3日(月)～7日(金)
平日5日間

同上

阪神高速

国道２号
国道４３号

凡　　　　例

：断面交通量（国道２号・国道４３号）
：国道２号、国道４３号
：阪神高速３号神戸線、阪神高速５号湾岸線　等
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（２）乗り継ぎ路線の交通状況

◆収集データ（調査データ）

収集期間

※朝：7時-10時、昼：11時-14時、夕：16時-19時
〔渋滞長・滞留長の定義〕

１）５号湾岸線　住吉浜ランプ（西行き）

渋滞長（一般道）
交差点の停止線から、自由走行ができず、徒歩速度(時速4km程度)以下になっている車両の最
後尾までの長さ

滞留長（自専道） 阪神高速等のﾗﾝﾌﾟ出口から本線に向けて滞留している先頭車両から最後尾車両までの長さ

実験前 実験中１回目 実験中２回目
5月24日(水)～26日(金)

平日３日間
朝・昼・夕の各３時間　※

7月4日(火)～6日(木)
平日３日間

朝・昼・夕の各３時間　※

7月25日(火)～27日(木)
平日３日間

朝・昼・夕の各３時間　※

阪神高速・住吉浜ランプ

　　　　　渋滞長調査（流入方向）
　　　　　方向別交通量調査

◆渋滞長は、実験前・実験中に大きな変化は見られない。
◆料金大型車は、実験前と比べ実験中に増加している。

至 天保山

498 415 216
740 821 502 724 867 551

3,545

2,547
2,165

2,733
1,663

1,576

3,071
2,007

1,842

0 m 0 m 0 m 30 m 0 m
50 m40 m 0 m 0 m

4,043

2,962

2,381

3,795
3,473

2,484
2,874

2,393
2,078

0
500

1,000
1,500
2,000
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3,000
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4,000
4,500

朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕

実験前 実験中　１回目 実験中　２回目

平
日

平
均

３
時

間
交

通
量

(台
／

3
h
)

0
100
200
300
400

平
均

滞
留

長
(m

)

　　凡例　　　　　　：料金普通車　　　　　：料金大型車　　　　　：滞留長　　　　　：渋滞長

※調査方法：5号湾岸線住吉浜ﾗﾝﾌﾟの出口から本線への滞留を把握するため、モニターの画面を目視により観測

京橋ランプ

京橋ランプ前交差点

住吉浜ランプ
御影塚町３交差点

灘浜東町交差点

摩耶ランプ

摩耶ランプ南交差点

４）京橋ランプ周辺

３）摩耶ランプ周辺 ２）摩耶～住吉浜間 １）住吉浜ランプ

：調査箇所
：京橋ランプ～住吉浜ランプの乗り継ぎ路線
：摩耶ランプ～住吉浜ランプの乗り継ぎ路線

凡　　　例

◆調査箇所
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２）３号神戸線　摩耶ランプ ～ ５号湾岸線　住吉浜ランプ間の乗り継ぎ路線

①灘浜東町交差点（西行き）

②灘浜東町交差点（東行き）

③御影塚町３交差点（南行き）

◆渋滞長は、実験前後・実験中に大きな変化は見られない。
◆料金大型車は、灘浜東町交差点（東行き・西行き）で実験前後と比べ実験中に増加している。

　　　　　渋滞長調査（流入方向）

　　　　　方向別交通量調査

(市)灘浜住吉川線

御影塚町３交差点

灘浜東町交差点 至 住吉浜ランプ

西灘浜手１号線

①

②

③

※調査方法：ﾊｰﾊﾞｰﾊｲｳｪｲ高羽ﾗﾝﾌﾟの出口から本線への滞留を把握するため、車両を使用して実走行により観測

※調査方法：一般道の交差点部からの渋滞を把握するため、目視により観測

※調査方法：一般道の交差点部からの渋滞を把握するため、目視により観測

715 707 533 710 778 573
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　　凡例　　　　　　：料金普通車　　　　　：料金大型車　　　　　：滞留長　　　　　：渋滞長

　　　　　渋滞長調査（流入方向）

　　　　　方向別交通量調査

※実験後は９月５日（火）～９月６日（水）の平日２日間の朝・昼・夕の各３時間のデータ
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３）３号神戸線　摩耶ランプ周辺

①摩耶ランプ（東行き）

②摩耶ランプ南交差点（摩耶ランプ方面行き）

◆渋滞長は、実験前・実験中に大きな変化は見られない。
◆料金大型車は、摩耶ランプ（東行き）で、実験前と比べ実験中に増加している。

201 270 111 391 544 275 389 508 269

1,629 1,268
1,266

1,359 975
1,193

1,473 977 1,155

140 m
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525 569 369 565 623 391 576 612 404

1,477 1,505 1,946 1,407 1,406 1,797 1,448 1,454 1,849

30 m 10 m 10 m 10 m20 m20 m 30 m 10 m20 m

2,002 2,074
2,315

2,024
2,188 2,253

2,0662,0291,972
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渋
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※調査方法：一般道の交差点部からの渋滞を把握するため、目視により観測

　　凡例　　　　　　：料金普通車　　　　　：料金大型車　　　　　：滞留長　　　　　：渋滞長

(市)灘浜住吉川線

国道４３号（至 大阪）

至 住吉浜ランプ

　　　　　渋滞長調査（流入方向）

　　　　　方向別交通量調査

摩耶ランプ南交差点

阪神高速・摩耶ランプ

①

②

※調査方法：3号神戸線京橋ﾗﾝﾌﾟの出口から本線への滞留を把握するため、モニターの画面を目視により観測
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４）３号神戸線　京橋ランプ周辺

①京橋ランプ（東行き）

③新港ランプ南交差点（西行き）

◆渋滞長と料金大型車ともに、実験前・実験中に大きな変化は見られない。

257 342 140 338 434 184 258 333 161

1,764
1,199
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1,003
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※調査方法：3号神戸線京橋ﾗﾝﾌﾟの出口から本線への滞留を把握するため、モニターの画面を目視により観測

202 168 88 162 230 134 182 246 157

1,069 901 1,147 1,192 804 1,034 1,225 985 1,110

70 m
30 m 20 m 20 m 40 m70 m80 m

30 m 50 m

1,271
1,069

1,235
1,4071,354

1,034
1,231 1,2671,168
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※調査方法：ﾊｰﾊﾞｰﾊｲｳｪｲ新港ﾗﾝﾌﾟの出口から本線への滞留を把握するため、車両を使用して実走行により観測

　　凡例　　　　　　：料金普通車　　　　　：料金大型車　　　　　：滞留長　　　　　：渋滞長

京橋ランプ前交差点

新港ランプ南交差点

税関本庁前交差点

至 住吉浜ランプ　　　　　渋滞長調査（流入方向）

　　　　　方向別交通量調査

阪神高速
京橋ランプ

①

② ③

④
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５）３号神戸線と５号湾岸線の乗り継ぎ台数（ETC料金大型車）

◆データ収集箇所

◆収集データ（阪神高速の営業データ）

収集期間

対象車両

◆比較データ

交通量

摩耶ランプ⇔住吉浜ランプ　　合計（神戸⇔大阪）

京橋ランプ⇔住吉浜ランプ　　合計（神戸⇔大阪）

凡　　例 ：ETC料金大型車

ETC料金大型車（営業データ）

平日5日間（月～金）の24時間交通量(7時～翌7時)の平均値

実験前
5月8日(月)～6月9日(金)の約1ヶ月間

実験中
6月12日(月)～7月28日(金)の約1ヶ月半

3,562
3,691

3,523
3,611

4,3864,4294,3494,349
4,473

4,055
4,169

3,748

3,400

3,600

3,800

4,000

4,200

4,400

4,600

5/8
　-12

5/15
　-19

5/22
　-26

5/29
-6/2

6/5
　-9

6/12
　-16

6/19
　-23

6/26
　-30

7/3
　-7

7/10
　-14

7/18
　-21

7/24
　-28

実験前 実験中

平
日

平
均

2
4
時

間
交

通
量

（
台

/
2
4
ｈ

）

1,009

952

1,074

1,002

1,0901,092

1,028

1,125
1,183

993 1,004

930

900

950

1,000

1,050

1,100

1,150

1,200

5/8
　-12

5/15
　-19

5/22
　-26

5/29
-6/2

6/5
　-9

6/12
　-16

6/19
　-23

6/26
　-30

7/3
　-7

7/10
　-14

7/18
　-21

7/24
　-28

実験前 実験中

平
日

平
均

2
4
時

間
交

通
量

（
台

/
2
4
ｈ

）

京橋ランプ

住吉浜ランプ

摩耶ランプ

：営業データの収集箇所

：京橋ランプ～住吉浜ランプの乗り継ぎ路線
：摩耶ランプ～住吉浜ランプの乗り継ぎ路線

凡　　　例

ａ）摩耶ランプ～住吉浜ランプ
　　の乗り継ぎ路線

b）京橋ランプ～住吉浜ランプ
　　の乗り継ぎ路線

◆摩耶ランプ～住吉浜ランプの乗り継ぎ台数は、実験前と比べ実験中に増加している。
◆京橋ランプ～住吉浜ランプの乗り継ぎ台数は、実験前・実験中に大きな変化は見られない。

約110台

平均約1090台

平均約980台

約690台

平均約4320台

平均約3630台
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（３）旅行時間の変化

◆走行ルート

◆収集データ

１）東行き（神戸→大阪） ２）西行き（大阪→神戸）

①国道４３号

②阪神高速３号神戸線

③阪神高速５号湾岸線【摩耶乗継】

④阪神高速５号湾岸線【京橋乗継】

阪神高速　３号神戸線

国道４３号

阪神高速
５号湾岸線【摩耶乗継】

阪神高速
５号湾岸線【京橋乗継】

京橋入路前交差点
阿波座１交差点

凡　　　例

：国道４３号

：阪神高速３号神戸線

：阪神高速５号湾岸線【摩耶乗継】

：阪神高速５号湾岸線【京橋乗継】

◆３号神戸線の旅行時間は、実験前と比べ実験中に、東行きで３分～１５分、西行きで６分～９分増加している。
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：１４時スタート ：１７時スタート：８時スタート凡　例
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平均80分 平均78分 平均83分

平均38分 平均41分 平均53分

平均51分 平均44分 平均58分

平均42分 平均40分 平均50分

平均73分 平均71分 平均76分

平均31分 平均37分 平均40分

平均37分 平均39分 平均40分

平均34分 平均35分 平均36分

実験前 実験中１回目 実験中２回目

収集期間 5月24日(水)～26日(金)の平日3日間 7月4日（火）～6日（木）の平日3日間 7月25日（火）～27日（木）の平日3日間

走行ルートの起終点 阿波座１交差点～京橋入路前交差点

旅行時間 　　平日3日間の旅行時間〔8時・14時・17時スタート〕の平均値（乗用車で実走）
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2.3　環境実態調査結果
（１）大気質調査（二酸化窒素、浮遊粒子状物質）

◆調査箇所

◆二酸化窒素、浮遊粒子状物質ともに、実験前・実験中に特異な濃度の変化は見受けられない。

凡　例

：　大気質調査箇所

：　国道４３号

：　阪神高速５号湾岸線 等

：　アクセス道路

①実験前 ②実験中 ③差 ④実験前 ⑤実験中 ⑥差

常観局 監視局 自排局 一般局
H18.4.10
～H18.6.9

H18.6.12
～H18.8.11

（②－①）
H18.4.10
～H18.6.9

H18.6.12
～H18.8.11

（⑤－④）

1 市岡元町局 ● 0.047 0.047 0.000 0.040 0.047 0.007

2 大和田西交差点局 ● 0.035 0.029 -0.006 0.033 0.032 -0.001

3 出来島小学校局 ● 0.039 0.040 0.001 0.023 0.042 0.019

4 出来島局 ● 0.029 0.028 -0.001 0.037 0.045 0.008

5 東本町交差点局 ● 0.046 0.035 -0.011 0.038 0.039 0.001

6 五合橋局 ● 0.046 0.034 -0.012 0.040 0.042 0.002

7 西本町 ● 0.037 0.032 -0.005 - - -

8 西本町局 ● 0.040 0.042 0.002 0.031 0.036 0.005

9 元浜公園 ● 0.046 0.036 -0.010 - - -

10 武庫川局 ● 0.034 0.037 0.003 0.035 0.044 0.009

11 甲子園局 ● 0.034 0.029 -0.005 0.029 0.036 0.007

12 西宮インター交差点局 ● 0.041 0.032 -0.009 0.033 0.034 0.001

13 津門川局 ● 0.029 0.033 0.004 0.032 0.042 0.010

14 西宮本町交差点局 ● 0.044 0.034 -0.010 0.032 0.034 0.002

15 打出局 ● 0.042 0.044 0.002 0.034 0.044 0.010

16 宮川小学校局 ● 0.046 0.035 -0.011 0.036 0.039 0.003

17 精道交差点局 ● 0.040 0.034 -0.006 0.032 0.034 0.002

18 東部局 ● 0.033 0.030 -0.003 0.031 0.044 0.013

19 東御影交差点局 ● 0.035 0.038 0.003 0.030 0.036 0.006

20 東明交差点局 ● 0.036 0.037 0.001 0.033 0.037 0.004

21 岩屋交差点局 ● 0.041 0.036 -0.005 0.031 0.034 0.003

22 浜甲子園局 ● 0.026 0.023 -0.003 0.029 0.040 0.011

23 潮見小学校局 ● 0.023 0.025 0.002 0.031 0.033 0.002

24 此花区役所 ● 0.032 0.027 -0.005 0.036 0.034 -0.002

25 灘浜観測所 ● 0.033 収集中 0.036 収集中

注） 1.測定局区分は、以下のとおりである。

　常観局とは、大気常時観測局を示す。

　監視局とは、環境監視局を示す。

　自排局とは、自動車排出ガス測定局を示す。

　一般局とは、一般環境大気測定局を示す。

2.表中の測定結果は、期間平均値を示す。

3.表中の「－」は調査が実施されていないことを示す。

浮遊粒子状物質(mg/m3)　　　　　　　　　　調査項目・
　　　　　　　　　　調査期間

調査地点

二酸化窒素(ppm)
測定局区分
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（２）騒音・振動調査

注）上表中の時間の区分は、以下のとおりである。
　　　・昼間：6～22時
　　　・夜間：22～6時
（参考）環境基準：昼間70dB、夜間65dB

注）上表中の時間の区分は、以下のとおりである。
　　　・大阪市域   昼間：6～21時　、　夜間：21～6時
　　　・兵庫県域   昼間：8～19時　、　夜間：19～8時
（参考）要請限度（第１種）：昼間６０ｄB、夜間５５ｄB
　　　　 要請限度（第２種）：昼間６５ｄB、夜間６０ｄB
　　　 　調査地点における区域の区分は、以下に示すとおりに定められている。

・大阪市域　第１種区域：住居系の用途地域及び市街化調整区域
　　　　　　　  第２種区域：商業系の用途地域及び工業専用地域を除く工業系の用途地域
・兵庫県域　第１種区域：住居系の用途地域及び市街化調整区域
　　　　　　　  第２種区域：商業系の用途地域及び工業系の用途地域

◆国道４３号沿道及びアクセス道路沿道の全ての地点において、実験前と実験中に特異な変化は見受けられ
　 ない。

【調査日時】
○実 　験　 前：平成18年5月24日（水）6時～翌25日（木）6時
○実験１回目 ：平成18年7月  4日（火）6時～22時、平成18年7月11日（火）22時～翌12日（水）6時
○実験２回目 ：平成18年7月26日（水）6時～翌27日（木）6時
【調査項目】
○騒　音：等価騒音レベル（ＬAeq）　［単位：dB］
○振　動：振動レベルの80％レンジの上端値（Ｌ10）［単位：dB］

調査箇所位置図

凡　例

：　騒音・振動調査箇所

：　国道４３号

：　阪神高速５号湾岸線　等

：　アクセス道路

◆騒音調査結果

実験前 実験中１回目 実験中２回目 実験前 実験中１回目 実験中２回目

26大阪市港区市岡3丁目 71 71 71 70 69 69

27大阪市此花区四貫島2丁目 72 72 72 68 67 68

28大阪市西淀川区佃7丁目 73 72 72 69 68 68

29尼崎市西本町5丁目 70 70 70 67 66 67

30西宮市久保町2番 62 62 61 58 58 59

31芦屋市打出町 62 60 60 59 58 58

32神戸市東灘区深江本町2丁目 65 65 65 62 61 61

33神戸市灘区大石東町3丁目 64 63 63 61 60 61

34神戸市灘区新在家南町1丁目 70 71 71 65 65 66

35大阪市港区港晴1丁目 67 67 67 61 60 60

国道４３号
沿道

アクセス
道路沿道

調査地点
昼間 夜間

◆振動調査結果

実験前 実験中１回目 実験中２回目 実験前 実験中１回目 実験中２回目

26大阪市港区市岡3丁目 52 51 51 51 50 50

27大阪市此花区四貫島2丁目 49 49 49 47 46 46

28大阪市西淀川区佃7丁目 42 42 42 40 39 39

29尼崎市西本町5丁目 48 47 47 47 46 46

30西宮市久保町2番 48 47 48 46 46 46

31芦屋市打出町 46 45 45 44 44 44

32神戸市東灘区深江本町2丁目 47 47 47 46 45 45

33神戸市灘区大石東町3丁目 44 43 43 43 42 42

34神戸市灘区新在家南町1丁目 45 44 44 41 41 41

35大阪市港区港晴1丁目 44 44 44 37 36 35

国道４３号
沿道

アクセス
道路沿道

昼間 夜間
調査地点
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2.4　社会実験のアンケート結果　　　
（１）調査概要

（２）調査結果
　１）大型車運行上の担当

　２）料金大型車保有台数別のETC設置割合

　３）社会実験の認知手段

・ 配布対象事業所：計6,072事業所
       うち、兵庫県トラック協会：2,182事業所（但馬支部、丹有支部除く）
             大阪府トラック協会：3,879事業所（全支部）
             中小企業組合（トラック協会非加盟）：11組合
・ 配布方法：各事業所代表者宛に郵送配布。（事業所の保有台数に応じて配布）
　　　　　※依頼文にて、運行管理者とドライバーに記載して頂くよう依頼。
・ 回収方法：回答者毎に返信ハガキによる郵送回収。
・ 配布・回収日：平成18年7月14日 発送、　8月15日 回収締切
・ 配布・回収部数：
           配布部数：280,876票
           回収部数：　2,539票（8/31時点）

◆大型車のドライバーが約８３％、運行管理者が約１５％となっている。

◆約９割以上のETC設置率となっている。

◆「ポスター・チラシ」が、回答数「４，２１８」のうち「１，２９５」と最も多い。

93.4%

96.7%

95.9%

98.8%

96.4% 3.6%

1.2%

4.1%

3.3%

6.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１台～５台

6台～１０台

１1台～５０台

51台～

平均

ETC設置車

非ETC設置車

n=348(回答者数)

1,295

705

803

544

541

110

80

40

100

- 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

チラシ・ポスター

道路横断幕・懸垂幕

道路上の立て看板

道路情報板

ラジオ放送

新聞広告

県・市の広報誌

ホームページ

その他

回答数

※複数回答    n=2,267(回答者数)
　　　　　　 N=4,218(回答数)

運行管理
者兼大型
車のドラ
イバー
0.1%

未回答
1.3%

運行管理
者

15.2%

大型車の
ドライ
バー
83.4%

n=2,539(回答者数)
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　４）社会実験前の通行路線

　５）社会実験をきっかけとした阪神高速5号湾岸線への路線変更

　６）通行路線を変更した理由

　７）通行路線を変更しなかった理由

◆「変更した」・「変更した時としない時があった」と回答した割合は、約４割となっている。

◆「料金を割引されたから」が、回答数「１，４５８」のうち「９４６」と最も多い。

◆「経路変更すると不便になるから」が、回答数「１，０９６」のうち「５２１」と最も多い。

◆「阪神高速５号湾岸線」が、回答数「４，０７２」のうち「１，２５４」と最も多い。

1,254

1,231

1,180

206

107

52

42

- 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

阪神高速5号湾岸線

阪神高速3号神戸線

国道４３号

国道２号

その他路線

阪神間は通行していない

ドライバーに任せてあるため不明

回答数

※複数回答    n=2,474(回答者数)
　　　　　　 N=4,072(回答数)

946

311

152

49

- 200 400 600 800 1,000

料金を割引されたから　

会社・荷主からの指示・指導があったから

沿道環境に配慮したから

その他

回答数

※複数回答    n=1,252(回答者数)
　　　　　　 N=1,458(回答数)

187

204

91

521

93

- 100 200 300 400 500 600

料金割引額が小さいから

自社・荷主で通行経路が指定されているから

ETC車載器を付けていないから

経路変更すると不便になるから

その他

回答数

※複数回答    n=1,003(回答者数)
　　　　　　 N=1,096(回答数)

未回答
4.4%

実験中は
阪神間を
通行して
いない
5.0%

変更して
いない
27.1%

変更した
時としな
い時が
あった
14.2%

以前から
５号湾岸
線を利用
している
24.6%

変更した
24.8%

n=2,539(回答者数)
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